
米
人
ス
チ
ュ
ワ
ル
ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
は
北
海
道
開
拓
使
雇
医
師

と
し
て
官
立
函
館
病
院
に
於
て
明
治
五
年
八
月
よ
り
同
七
年
十
一
月

に
到
る
の
間
医
学
校
を
開
設
し
、
官
私
費
生
二
十
名
に
基
礎
・
臨
床

医
学
に
就
て
毎
日
（
月
ｌ
土
）
一
課
目
づ
つ
講
義
を
し
た
。
官
費
生
の

一
人
石
崎
鼎
五
は
松
本
順
の
推
薦
で
生
徒
と
な
り
、
講
義
を
筆
記

し
、
そ
の
他
の
記
録
も
残
し
て
い
る
。

生
徒
年
齢
は
十
四
’
三
十
一
歳
で
鼎
五
は
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

生
徒
の
大
半
は
既
に
或
程
度
の
西
洋
医
学
を
学
ん
で
い
た
と
思
わ
れ

る
。
生
徒
は
大
部
分
が
東
北
出
身
で
、
こ
れ
に
北
海
道
・
関
東
・
北

陸
・
兵
庫
県
が
加
わ
っ
て
い
た
。

エ
ル
ド
リ
ッ
チ
は
英
語
で
講
義
し
、
こ
れ
を
通
訳
者
が
い
て
日
本

語
に
通
訳
し
た
。
生
徒
は
口
述
を
速
記
し
て
、
後
日
清
書
し
て
い
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画
館
医
学
校
生
徒
記
録

石

崎

達

る
。
講
義
内
容
は
解
剖
学
・
生
理
学
・
治
療
学
（
内
科
）
・
外
科
学
・

産
科
学
・
婦
人
科
学
・
眼
科
学
・
医
事
政
治
学
・
薬
剤
学
な
ど
医
学

全
般
に
及
ん
で
い
る
。

エ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
講
義
は
後
日
に
本
多
公
敏
の
訳
述
編
纂
に
よ
り

『
近
世
医
説
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
第
二
号
と
第
三
号
が
現
存
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
に
数
種
の
訳
述
本
が
あ
る
。

出
版
さ
れ
て
い
る
記
録
と
年
代
が
ず
れ
る
が
、
鼎
五
の
日
記
か
ら

は
明
治
八
年
三
月
よ
り
五
月
に
到
る
間
に
行
わ
れ
た
種
痘
巡
回
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
函
館
近
郊
の
巡
回
で
過
重
な
行
程
で
あ
っ
た
。

鼎
五
は
医
学
校
卒
業
間
近
に
父
を
亡
く
し
、
医
学
校
中
途
退
学
願

を
開
拓
使
長
官
宛
に
出
し
た
。
そ
の
文
章
中
に
明
治
七
年
二
月
二
十

五
日
入
学
、
明
治
八
年
八
月
に
退
学
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る

と
明
治
八
年
迄
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
は
函
館
病
院
に
勤
務
し
た
こ
と
に
な

る
。
ま
た
官
費
生
は
卒
業
後
五
年
間
北
海
道
で
医
療
に
従
事
す
る
義

務
が
あ
っ
た
。

明
治
十
九
年
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
は
横
浜
十
全
病
院
外
科
部
長
の
職
に

あ
り
、
鼎
五
に
対
し
医
師
の
資
格
証
明
の
英
文
証
言
（
公
文
書
）
を
発

行
し
た
。
こ
の
証
書
に
は
菊
御
紋
章
押
印
が
あ
り
、
鼎
五
は
医
学
校

に
於
て
基
礎
臨
床
医
学
の
教
育
を
受
け
、
診
療
技
術
に
経
験
を
積
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承
、
立
派
に
医
師
と
し
て
役
立
つ
こ
と
を
証
明
す
る
と
害
、
い
て
あ

る
。
医
師
免
許
証
交
付
に
当
り
恩
師
に
頼
ん
で
修
業
証
書
の
代
り
に

発
行
し
た
も
の
と
考
え
る
。

（
濁
協
医
大
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
）
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先
の
第
九
一
回
本
会
総
会
（
平
成
二
年
四
月
）
で
、
演
者
は
ブ
ラ
ィ

ト
氏
病
の
日
本
で
の
最
初
の
紹
介
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、

今
回
は
明
治
期
（
一
八
六
八
’
一
九
二
）
の
本
邦
に
お
い
て
、
本
症

が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
概
況
を
述
べ
る
。

先
ず
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
貌
麗
都
腎
病
（
雲
小

Ｉ
ド
イ
ン
日
講
紀
聞
）
、
ブ
リ
フ
ト
病
（
「
華
氏
内
科
摘
要
」
）
、
武
雷
篇
病

（
内
務
省
衛
生
局
訳
「
七
科
問
答
」
そ
の
他
）
、
ブ
ラ
イ
ト
病
（
井
上
内
科

新
書
）
と
変
遷
が
染
ら
れ
る
が
、
概
ね
明
治
十
年
頃
か
ら
武
雷
篤
病

と
い
う
名
称
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
、
ベ
ル
ッ
の
内
科
害
で
も
武

雷
篇
病
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

、
ヘ
ル
ツ
は
東
大
で
病
理
学
総
論
を
十
年
間
講
義
し
て
い
る
が
、
彼

の
内
科
言
の
急
性
腎
炎
の
項
に
は
剖
検
所
見
を
約
一
頁
説
明
し
て
あ

明
治
期
に
お
け
る
ブ
ラ
ィ
ト
氏
病
の
受

容
に
つ
い
て

会
田
惠
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